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抄 録

当科では学生が目標に向かって自主的に学ぶことができるように２０２０年度よりポートフォリオ学習

を導入した。１年が経過した時点で行った調査では，ポートフォリオ学習を行うことができない学生に

対して進め方の検討が必要であることが示唆されたため，記録様式の見直しおよびオンライン会議シス

テムを導入した担任の介入を行った。２年目を終えて，その成果と今後の課題を明らかにするために調

査を行った結果，ほとんどの学生がPDCAサイクルで展開し自己の課題を明らかにすることができた。
しかし，依然としてポートフォリオ学習の行う意味や方法がわからない学生，継続できない学生がおり，

目標に向かって主体的に学ぶためには，要所で肯定的フィードバックをしながら伴走する担任の介入が

必須であることが示唆された。

Ⅰ．緒 言

中央教育審議会は，「学士課程教育の構築に向け

て」１）の中で，「学習成果」を学生自らが管理・点検す

るとともに，大学としてこれを多面的に評価する手法

として，学習ポートフォリオを導入・活用することを

勧めている。しかし，２０１９年度時点で，当科において

は，まだ導入していない状況であった。また，当科の

学生は，自己の課題を明確にし主体的に取り組めてい

ないという傾向が見られた２）。

そこで，早期から学生一人一人が，自らなりたい看

護師を目標に一歩一歩前進していくことができるよ

う，２０２０年度の新入生よりポートフォリオ学習を導

入し取り組んできた。一年が経過した時点で，約８割

の学生が自己の課題を明確にすることが出来ていたこ

と，目標を適切に設定できた学生はポートフォリオ学

習用紙を活用しそれを俯瞰することで一年間の自己の

成長を実感することが出来ていたこと，ポートフォリ

オ学習を行うことが出来ない学生はやり方がわからな

い・行う必要性がわからない・継続できないことが明

らかになった。それを受けて記録様式を修正し，担任

が介入しやすいようにオンライン会議システムを取り

入れた。

ポートフォリオ学習に取り組んで２年が経過し，今

後さらに効果的にポートフォリオ学習を進めていくた

めに，２年次終了した学生に対し，ポートフォリオ学

習における成果および課題を明らかにすることを目的

として調査を実施した。

Ⅱ．研 究 方 法

１．用語の操作的定義

ポートフォリオ学習：卒業時に目指すゴールを明ら

かにし，そこに向かって１年ごとに目標・計画を立て

実行した内容や成果および振り返り評価を記録に残し

ていく学習法。



16 保健福祉学部紀要 第15巻（2023）

２．調査期間：２０２１年５月～２０２２年５月

３．調査対象者：看護系大学３年生５８名 調査対象

者の２年次の担任４名

４．調査方法

ポートフォリオ学習を行って２年目を終えた３年生

５８名に対して，無記名によるオンライン（Microsoft
Forms）にてアンケート調査を行った。アンケートは，
４段階のリッカート尺度を用いた。質問内容は以下の

通りである。

（１）４年間のゴールシートを見直すことができた

か，その理由

（２）目標・計画を具体的に書き込むことができた

か，その理由

（３）１年間取り組んだ記録をファイルに綴じること

ができたか，その理由

（４）実習記録をファイリングして基礎看護学実習Ⅰ

と基礎看護学実習Ⅱと比較検討できたか，その

理由

（５）中間評価シートを活用することができたか，そ

の理由

（６）ポートフォリオを行って今後取り組むべき内容

が明らかにできたか，その理由

（７）ポートフォリオを継続して実施できたか，その

理由

（８）取り組んでみて自己評価はどうか，その理由

（９）ポートフォリオを行った事はプラスになった

か，その理由

（１０）担任との面接回数は妥当だったか，その理由

（１１）担任のteamsを通しての確認・促しはどうだっ
たか，その理由

（１２）記録用紙は使いやすかったか，その理由

（１３）その他の意見・感想

【ポートフォリオ学習シート】

昨年「ポートフォリオとプロジェクト学習」３）を参考

に作成したポートフォリオシートは，分かりづらかっ

たという学生の反応４）から，４年間のゴールシート１

（卒業時のビジョンおよびゴールを記載するシート）

はそのままとし，PDCAサイクル（Plan-Do-Check-Act
cycle）にそって展開できるように修正したポートフォ
リオシートを作成した。一枚の用紙に目標と計画を記

入するシート２，１つ１つの目標に対し実践結果を記入

するシート３，途中で達成できたこと・達成できてい

ないことを挙げ振り返る中間シート４で構成されてい

る。

担当した教員より面談回数，リモートによる介入回

数，PDCAサイクルで展開できた学生の割合，自己の
課題を明確にできた学生の割合を調査する。

５．分析方法

ポートフォリオ学習に対する１３項目の質問に対し，

「できた」「少しできた」「あまりできなかった」「で

きなかった」の４段階で回答したデータを，各質問ご

とに単純集計を行った。

６．倫理的配慮

Formsは無記名の設定とした。学生への配信時に
は，調査への参加は自由意志であり，同意が得られな

い場合においても成績などで不利益を被ることはない

こと，調査結果に対しては研究以外の目的で使用する

ことが無いこと，得られたデータは研究終了後速やか

に破棄することを明記した説明文を添えた（旭川大学

倫理委員会承認番号２２-２）。

Ⅲ．結 果

MicrosoftFormsによるアンケートを５８人に配信し，
２３人（３９．６％）から回答が得られた。以下，質問毎

の回答数とパーセンテージを図に，そのことに関する

学生のコメントを表に示す。

卒業時のビジョンおよびゴールを記載するシートの

見直しは，おおよそできた学生は半数であった。見直

しを行っていた学生は自分が何を目指していたのか確

認することが出来ていたが，見直しをしていない学生

はゴールシートの存在を忘れてしまっていた（図・表

１）。

７割の学生が目標・計画を少しあるいはそれ以上具

体的にできたと回答している。できなかった学生は

ポートフォリオ学習を行うことを後回しにする傾向が

ある（図・表２）。

実践したものをファイリングした学生は半数であっ

た。目標・計画は立てることが出来ても実践の記録を

することが出来ない傾向にある（図・表３）。

基礎看護学実習ⅠとⅡの比較検討を７４％の学生が

行っていた。その中には基礎看護学実習Ⅰでできな

かったことが基礎看護学実習Ⅱでできるようになった
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表１ ゴールシートの見直し

図１ ゴールシートの見直し

できなかった学生のコメントできた学生のコメント

・その時間があるなら国試対策して
ほしい

・存在を忘れていた ５名
など

・自分のなりたい将来が変わってき
ていることに気づけた

・自分の目標を改めて認識できた
・定期的に行っていた
など

表２ 目標計画を具体的に記入

図２ 目標計画を具体的に記入

・具体性に欠けていた
・後回しになってしまう

・２年修了時になりたい自分を見失
わないように、目標にそった計画
をたてて実行できた

・項目ごとにきちんと記述すること
ができた

表３ 取り組んだ記録のファイリング

図３ 取り組んだ記録のファイリング

・シート３の取り組みを十分に理解
していなかった

・忘れてしまう ３名
・何を書けばいいのかわからなかっ
た

・後回しにしてしまう ２名

・目標達成に向けて１年間での行い
を確認できため。

表４ 基礎看護学実習ⅠとⅡの比較検討

図４ 基礎看護学実習ⅠとⅡの比較検討

・そこまで手が回らなかった
・比較するという考えがなかった

・去年できなかったことが今年でき
たことがあって成長した！となっ
た

・目標達成に対して行動できた
・実習については、１年の時を見直
して２年の振り返りができた
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表５ 中間評価の活用

図５ 中間評価の活用

できなかった学生のコメントできた学生のコメント

・タイミングを決めていなかった
・行う期間わからなかった
・書き忘れ。面談があるから書こう
って気になるけど無いとかかない
んだろうなって。

・忘れていた
・シートどんなものか覚えていない
・中間をどこと置くか曖昧だった
・自己評価が難しい

・目標の達成状況までの過程を明確
にできた

表６ 今後の取り組むべきことが明らかになった

図６ 今後取り組むべきことが明らかになったか

・使い方がわからない
・ポートフォリオを確認することが
少なかったため

・自身について振り返って紙にまと
めることで目標、改善すべき点が
明確にできた

・明記することで意識できる
・やらなきゃいけないことは必ずあ
るもので一年の初めに目標を立て
ることはいいことだ

・自身の課題を明確にできたため
・達成したもの、新たに発見するこ
とができた課題を明確にすること
ができた

表７ 継続できたか

図７ 継続できたか

できなかった学生のコメント

・忘れてしまっていた ４名
・面談がある直前に見直したりするだけで１年間の総合的な振り返りはで
きたが自己学習を別に行っているから、日々学んだことをポートフォリ
オに書き留めたりする習慣とならなかった

・数か月に一度まとめて取り組むことが多かった
・年に２回くらいしか使わなかった
・具体的に何を継続して書けばいいのかわからなかった。
・他の課題などに追われて行えないことが続いた
・あまり意識していない

表８ 自己評価

図８ 自己評価

・成長は見られたがまだ足りない
・中身が変わっていない気がする
・目標達成できていない箇所があっ
た

・一年前と比べて自分が成長したと
ころを見つけることができなかっ
た

・書くのを忘れていたら意味がない
と思った

・ポートフォリオで作成した目標を
あまり意識していなかった

・自身でいまいち成長できていなか
ったと思っていたが振り返ると意
外と成長で来ていたため

・具体的に目標を達成することがで
きた
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表９ ポートフォリオがプラスになったか

図９ ポートフォリオがプラスになったか

できなかった学生のコメントできた学生のコメント

・授業を受け、演習に取り組み、実
習に参加することでそれとなく知
識や技術は身につきつつあるもの
の、ポートフォリオに目標や行動
を記したことによる行動変容には
繋がらず最終評価で毎回のように
同じ反省をしていると感じたため

・正直あまりやっている意味が分か
らない、やらなくてもいいのでは
と思う。

・日々の記録がないため
・あまり意識してなかっため

・ポートフォリオに取り組んで日頃
の考えが整理できた

・ないよりはあった方がいいのか
な？って思ったから。

・目標と過程が明記されていたた
め、達成に向けての取り組みが前
向きになった。

・何が必要なのか明確にできるため
・達成度や課題を明確にできた
・自分の成長や課題を文字（紙媒体）
で確認することができ、わかりや
すかった

表１０ 担任との面接回数

図１０ 担任との面接回数

・一年に一回でいいと思う・生徒以上に先生が忙しいから、こ
れくらいが妥当だろう

・面接の回数としては良かったが担
任自身もポートフォリオについて
あまり理解していなかったため参
考にならなかった

表１１ 担任のteamsの関わり

図１１ 担任のteamsの関わり

良くなかった学生のコメント良かった学生のコメント

・クラス担任からの促しはあまり見
られなかった

・自分のペースで書かせてほしい
・生徒間で進捗のばらつきがあった
ため、統一してほしい

・他のクラスよりは少なかったため

・促さなかったら、存在をわすれる
から

・ポートフォリオの取り組みを忘れ
ることがなかったため

・忘れていたのを思い出すから
・teamsのほうが有難い
・自身が忘れているときに連絡がき
たためポートフォリオを記入でき
た

表１２ 記録用紙について

図１２ 記録用紙について

・Excelのほうが使いやすくて良か
った

・記載方法が分からず、クラス担任
に確認したが明確な返答がなかっ
たため曖昧に記載した部分があっ
た

・紙媒体だと、なんとも思わなかっ
たがデータだと使いにくい

・大雑把な書き方でわかりづらい、
説明が欲しい。

・エクセルでの記入が行いにくいと
感じた

・書く量とサイズがちょうどよかっ
た。
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と成長を実感した学生もいた（図・表４）。

中間評価のシートは，７割近くの学生が活用するこ

とが出来ていなかった。行う時期を決めていなかった

り，忘れたりしている（図・表５）。

今後取り組むべきことが少し以上明らかになった学

生は約半数であった。ポートフォリオ学習を行った学

生は経過を明記することで自己の課題を明らかにでき

ている（図・表６）。

継続できたかについては，約８割の学生ができてい

なかった。忘れていた，他に優先するものがある，意

識していないなどのコメントから継続の必要性を感じ

ていない傾向がある（図・表７）。

約６割の学生が一年を通して自己の成長を実感する

ことが出来ていない。約６割の学生がポートフォリオ

をおこなってプラスになったと実感することが出来て

いない（図・表８・９）。

担任の介入に対しては，面接は対面１～２回，リ

モート対面は０～１回行っているが，９割以上の学生が

良かったと回答している。リモートでの介入は１～４

回行っているが，７割以上の学生が良かったと回答し

ている。ポートフォリオ学習に取り組むのを忘れてい

たことを思い出す機会になったというコメントが多い

（図・表１０～１３）。

記録用紙については，使いづらかったと答えた学生

は３割であった。記入しにくい，記載方法がわからな

いというコメントがあった（図１２）。

担任が担当クラスの学生に対して，PDCAサイクル
で展開ができた学生の割合は８割以上，自己の課題を

明確にできた学生の割合は９割以上であると認識して

いることが分かった。

Ⅳ．考 察

ポートフォリオ学習を導入して２年が経過し，取り

組みの成果と今後の課題を検討するため学生へアン

ケート調査を行った。その結果，取り組むべき自己の

課題が明らかになった学生は約半数，ポートフォリオ

学習を継続できていない学生は約８割，自己の成長を

実感できていない学生は約６割，ポートフォリオ学習

を行った事がプラスになったという実感がない学生は

約６割であったことが明らかになった。学生はポート

フォリオ学習を行うことの成果を感じていないと言え

る。ポートフォリオ学習を行えていた学生は，シート

に記入し進めていくことで目標や取り組む方法，達成

度や自己の課題が明確になったことを実感できてい

る。一方，ポートフォリオ学習を行えていなかった学

生は，シートに何を記入すればいいのか方法がわから

ない，ポートフォリオ学習を意識しておこなっていな

いという反応を示している。久保ら５）はポートフォリ

オを活用することで，学生は自らの意思をもって学習

することが出来ていたと述べている。また，自分が

やったことや獲得したもの＝「成果」が見えると，人

はやりがいを感じ，意志をもってさらに進みたくな

る６）と言われていることからも，ポートフォリオ学習

を行ってみることで学生は自分の課題が明確になり主

体的に取り組むことが出来ると言える。７割の学生が

目標・計画を記入することができていたにも関わらず，

その後継続できていない者が約８割である。目標・計

画を記入した後，実行・継続ができるよう介入が必要

である。基礎看護学実習ⅠとⅡの比較検討を約７割の

学生が行っているということから，実習は学生自身が

ポートフォリオ学習の必要性を認識できる機会といえ

るので，実習を通してポートフォリオ学習の必要性を

伝えていく一方，担任はクラスの学生に対して，ほと

んどの学生がPDCAサイクルで展開し自己の課題を明
確にできたと認識している。昨年行った同様の調査７）

では，PDCAサイクルで展開できた学生が約５割，自
己の課題を明確にできた学生が約８割と認識していた

ことと比較すると，２年間続けてきたポートフォリオ

学習の成果があったと言える。学生と担任とのポート

フォリオ学習の成果の認識の違いは，学生の回答率が

約４０％であったこととポートフォリオ学習の必要性を

自己の課題を明確にできた
学生の割合

PDCAサイクルでの展開が
できた学生の割合

リモートでの介入リモート面談回数対面面談回数

９４％９４％１回１回１回Ａクラス（１６人）

９３％８０％２回０回２回Ｂクラス（１５人）

１００％９４％４回０回２回Ｃクラス（１６人）

１００％８６.６％３～４回１回１回Ｄクラス（１５人）

９６.８％８８.７％１～４回０～１回１～２回２年生全体（６２人）

表１３ 各クラスの面談回数と成果
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感じて進めている教員と，ポートフォリオ学習の行う

意味が分からない学生との温度差によるものと考える。

ポートフォリオ学習を通して自主性を育む過程にお

いて，方法がわからなかったり，忘れてしまったり，

継続ができない学生が多いため担任の関わりは重要で

ある。昨年行った調査８）では，新型コロナウイルス禍

で登学規制があり対面面談回数に限界があったため，

オンライン会議システムによる介入の必要性が示唆さ

れた。そのため，今回MicrosoftTeamsを使用して記入
シートを学生自身がダウンロードしてPC上で入力し，
teamsを通して教員が学生とともにポートフォリオ学
習を進めていける方法をとった。その関わりについて

学生に調査したところ，良かった・まあまあ良かった

と回答していた学生が７４％いた。門川ら９）は，紙媒体

でも電子媒体でもPFの問題点の第一にあげられてい
るのは「教員の負担」と述べている。これらのことか

ら，現在も続いている新型コロナウイルス禍において，

またそうでなくてもオンライン会議システムを利用す

ることは時間・場所を選ばないため，方法が分からな

かったり，継続が難しい学生への介入をすることが比

較的容易にできる。また，鈴木１０）がポートフォリオと

プロジェクト学習で「自分一人だけでは，自分のやっ

ていることが正しいのか，良いのかどうかわかりませ

ん．他者の評価や反応が成長のために必要なのです．」

と述べているように，ポートフォリオ学習を継続し成

長を実感するためには，他者である担任がポートフォ

リオ学習に取り組んでいる学生に対して，定期的に肯

定的フィードバックをしながら伴走することが必要だ

と考える。その方法の一つとして，今後もオンライン

会議システムを活用することが有効であると考える。

記録用紙の使いやすさについて調査した結果は，普

通と答えた学生が約半数であり，使いやすかったと答

えた学生を含めると７割の学生が問題ないとしてい

る。しかし，使いづらかったと答えた学生のコメント

にはわかりづらい，説明が欲しいというものがあっ

た。担任よりどのように記入したらよいか説明してい

るが，後から見直すことが出来るように説明書を記録

様式と共にオンライン会議システムに掲載していく。

また，一目で目標・計画・実施内容・評価がわかるよ

うに一枚の用紙にまとめて記載できるように工夫する

と良いと考える。

Ⅴ．結 語

ポートフォリオ学習を行っての成果は，昨年より

PDCAサイクルで展開できた学生・自己の課題が明ら
かになった学生が多かったこと，ポートフォリオ学習

を継続して行えていた学生は目標や取り組む方法，達

成度や自己の課題が明確になったと実感することがで

きていたことである。

ポートフォリオ学習を進めていく上での今後の課題

は，再度ポートフォリオ学習を行う意味と方法を伝え

ていくこと，立てた目標・計画を実行に移すことができ

るように介入することである。介入方法の１つとしてオ

ンライン会議システムが有効であることが示唆された。
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